
  
 

 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

時間 学習内容・主な活動

・場面（会話）を推測する

・会話を聞いて場面を選ぶ

・場面①の会話を練習する

・登場人物の自己紹介を聞く

・語句の発音練習

・コミュニケーション活動

・発音練習

・書く練習

・発音練習

・リズム練習
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実践例
 「音」から「文字」への

スムーズな移行のために

以前まで私は，生徒たちが初めて英語を学習する

ことをふまえ，英語に慣れ親しませるために，教科

書に入る前に や数・曜日・月・

色・動物・スポーツ・教科等の単語，

や

等の表現を口頭で導入し発音練習させました。そし

て，アルファベットの文字指導を行い，

から教科書を用いての授業を行ってきました。平成

年度版 では，小学校外国語活動が

必修になったことを受けて，小学校での英語活動を

振り返るとともに，文字を導入し「書くこと」に慣

れ親しませることをねらいとして が配

置されています。したがって，最初から教科書を用

いて音から文字への指導ができるようになりまし

た。

また，電子黒板が学校に設置され，デジタルテキ

ストやパワーポイント等の 機器を活用するこ

とにより，さらに効果的に指導できるようになりま

した。

では単語や表現が『英語ノート』から

中心に選ばれています。生徒たちは小学校で

のテキストを用いて外国語活動を行ってお

り， の単元で小学校での体験活動を振り

返るとともに，教師は生徒がどの程度「聞く力」「話

す力」があるかを確認し，誤りがある場合，正しく

理解するように指導する必要があります。また，「音」

と「文字」を結びつけながら指導することにより，

「音声」指導から「文字」指導へスムーズな移行が

期待されます。

  の具体的な指導について

いろいろな場面での会話が聞き取り問題として

紹介されています。英語の授業では様々な

が使用されるので，英語でのあ

いさつが場面に応じてできるようにすることが必

要です。

そこで，まずデジタルテキストで場面を提示し，

それぞれの会話を推測させ，①～⑥の聞き取りをさ

せたあとに，場面①を用いて口頭練習やペア活動を

させました。ここで大切なのは，生徒たちが正しく

発音できているかを確認することです。一斉の練習

やペア活動の様子を見るだけでは，一人一人が正し

くできているのか把握できません。

今後の授業の挨拶の場面で毎回使う表現でもあ

るので，列ごとに一人一人と会話して発音をチェッ

クしました。合格した生徒には，他の列の全員と会

話させて自分の席に着くようにさせます。すると，

チェックを待っている生徒も退屈したり私語をし

たりすることもなく，また合格した生徒がまだ正確

に言えない生徒の先生となって教えるので， の

授業でなくても短時間で生徒に英語の挨拶を徹底

させることができました。

時間の授業が「聞くだけ」「話すだけ」「書く

だけ」の活動になってしまうと，どうしても間延び

した授業になってしまいがちです。そこで，授業の

前半に の「聞く」「話す」活動を，

後半に の「書く」活動を設定しました。

①「聞く」「話す」活動

授業の前半の「聞く」「話す」活動では，デジタ

ルテキストの『友だちになろう』に提示されている

絵と文字を見ながら発音の練習をさせます。

次にモニターの絵を見ながら

といった をしたあとに，グループ対

抗の単語ゲームをします。例えば，果物のページで

は， スポーツのページであ

れば という質問にでき

るだけたくさん単語を答えさせます。英語らしい発

音を意識させるために，カタカナ英語ではなく英語

らしく発音できたらポイントを与え，たくさん単語

を言えたグループが優勝となります。

その際，教科書に出ていない語が出てきたら，電

子黒板の白板に単語のスペルを書いて，指で文字を

差しながら発音指導をしました。その画面を保存し
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てその後の授業でも活用したり，パワーポイントで

フラッシュカードを作ったりして指導していきま

した。また，ページの中に の欄があるので，

アルファベットの「書く」指導を終えてから，その

中の単語で自分が気に入った語を書かせました。

また，単に単語レベルではなく，

のテキストにある表現を用いて英文レベルで口頭

練習させました。したがって教師は，生徒が小学生

の時に外国語活動で，どのような表現を学習したの

か把握しておく必要があります。私は，小学校の先

生から生徒がどの程度学習したかを聞き取り，文部

科学省の にある を活用した年間指

導計画例』を参考にして，「これは小学校の時に習

ったよね。」とどんどん英文を言わせました。その

際，前もって で出てきた表現（英

文）のパワーポイントを作成しておくと，英文を常

に提示することができ便利です。小学校で既習の英

語について，あまり何度も繰り返すと生徒は飽きて

くるので，「文字」を見せ，「音」とのつながりを

意識させながら指導すると，既習の表現であっても

新鮮さを感じるようです。特に，小学校の時から英

語塾に通っているような英語が得意な生徒にとっ

ては，文字を提示されることにより，さらに英語に

対する興味・関心が高まり，積極的な学習態度が見

られました。

②「書く」活動

授業の後半の「書く」活動では，生徒の習熟の差

が顕著に見られます。一斉指導でアルファベットの

書き方を指導しても，既に「書ける」と思っている

生徒の中には教師の諸注意を聞くこともなく，どん

どん書いてしまう傾向にあります。

そこで，アルファベットを「書く」活動になると，

既に「書ける」生徒は別室に移動させ，『どんどん

クラス』と『じっくりクラス』の少人数習熟度別に

学習させました。どちらのクラスに入るのかはその

都度生徒に選ばせました。

「書ける」生徒には，まずペンマンシップを用い

てアルファベットを練習させ，テストし，教師が個

別に生徒のくせ字や誤りを指摘して，正しく書ける

ようになったら，授業の前半に出てきた単語のプリ

ント学習をさせました。ここでは，スペルの指導で

はなく，「正しく文字を書ける」ことをねらいとす

るのでスペルを覚えさせることは避けました。

「書けない」生徒には，以前のように教師が黒板

で書き方を見せ，ひとつひとつの文字をペンマンシ

ップに書かせて覚えさせました。以前は，大文字を

まず書けるようにさせて，次に小文字を指導するや

り方をしていましたが，大文字・小文字を分けて指

導するよりも，「今日は大文字の ～ と小文字の

～ を覚えます」というように，大文字と小文字

を一緒に関連させながら指導した方が，理解に時間

がかかる生徒にとっては，文字の定着度が高いよう

に感じました。そこで私は，大文字・小文字を一緒

に指導し，確認テストでは ～ の大文字・小文字

のテストをし，アルファベットをすべて学習させた

らアルファベット順の大文字のテスト，次にアルフ

ァベット順の小文字のテスト，最後に聞き取りテス

トというように段階的にテストしました。少人数な

ので机間指導で丁寧に指導することができ，生徒全

員が正しく書けるようになりました。

以前の一斉授業では，授業中にアルファベットの

テストをして，放課後再テストをすることが多かっ

たので，放課後書けるようになるまで「残らされる」

ことにより，生徒の「書くこと」への苦手意識，ひ

いては英語嫌いを作っていたように思われます。授

業中に少しずつテストし，テストに合格する喜びを

与えることにより，生徒の「書くこと」に対する自

信もつくのではないでしょうか。

③フォニックスの指導

はアルファベットの文字が表わす音

の学習ですが，平成 年度版で初めて教科書に登

場しました。今までも私は，他の教材を用いてフォ

ニックスの指導を行ってきました。『アルファベッ

トの音』をしっかり理解させることは，その後の単

語学習に非常に効果的です。

また，音の学習だけでなく，リズムに合わせて発

音させることも必要です。小学校の外国語活動の授

業を参観したときも，チャンツの活動が多く取り入

れられていました。したがって，リズムに合わせて

発音練習することは，生徒にとっては慣れている活

動なので，積極的に楽しく取り組むことができまし

た。
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テストに関してですが，フォニックスについては

学期の中間考査でも，アルファベットの音の問題

を出題しました。

定期考査で出題することにより，生徒の理解度を知

ることもできますし，何よりもテストの範囲とあっ

て，生徒はより真剣にフォニックスの学習に取り組

むことができました。

  おわりに

電子黒板やデジタルテキストを活用することに

より，文字・イラスト・音を同時に提示することが

できるので非常に効果的です。教科書やピクチャー

カードを見ながら学習させていた頃とは，効果の差

が歴然としています。私の学校では，会議室に電子

黒板のモニターがあるので，英語の授業は会議室で

行っています。最近では，プロジェクターに取り付

けて，一般の教室でも黒板にマグネット式のスクリ

ーン（あるいは白い紙）を貼ってデジタルテキスト

を使用することができるものもあります。学校によ

っていろいろな事情があると思いますが，英語の授

業では電子黒板・デジタルテキスト・パワーポイン

ト等を積極的に活用することが望ましいと思いま

す。

「中 ギャップ」の問題が重視されていますが，

英語の授業に関しても，小学校で英語の歌やゲーム

や とのやりとりで英語の楽しさを味わってき

た生徒たちが，中学校の英語の授業で「英語嫌い」

にならないようにするために，まずは

で小中接続をスムーズに行うことが大切です。

問 放送されるそれぞれの単語の一番初めの文

字を，アルファベットで書きなさい。

（リスニング問題）

問 次の絵について，その単語の初めの文字を

アルファベットで書きなさい。 （筆記問題） 


